
 
 
 

 
 

 樺太帰国者のための漢字学習コース  
（１)（２）（３）（４）（５）（６） 

 
１．コースの目的 
 樺太等、ロシア語圏から帰国した人が日本語の漢字の読み書きを学ぶ 
 
２．学習内容 
漢字学習コース（１）：小学校低学年で学ぶ漢字440字の約半数219字を学習 

漢字学習コース（２）：コース（１）修了者対象。小学校低学年で学ぶ漢字221字を学習 

漢字学習コース（３）：コース（２）修了者対象。高学年で学ぶ漢字566字の中から143字を学習。 

（１）～（２）で学習したほぼ同数の低学年の漢字を復習しつつ、新しい漢字を学習 

漢字学習コース（４）：コース（３）修了者対象。高学年で学ぶ漢字566字の中から141字を学習。 

（１）～（２）で学習したほぼ同数の漢字を復習しつつ、新しい漢字を学習 

漢字学習コース（５）：コース（４）修了者対象。高学年で学ぶ漢字 566字の中から142字を学習。 

（１）～（３）で学習した漢字を復習しつつ、新しい漢字を学習 

漢字学習コース（６）：コース（５）修了者対象。高学年で学ぶ漢字 566字の中から140字を学習。 

（１）～（２）で学習したほぼ同数の漢字を復習しつつ、新しい漢字を学習 
 
３．主な対象者 
・平仮名、片仮名の読み書きができ、入門レベルの日本語は学習済みの人 
・ロシア語の読み書きに問題のない人 
 

４．学習期間 
 コース（１）（２）（３）（４）（５）（６）とも、それぞれ12ヶ月まで（期間内に修了しなかった場合は継続

申請が可能） 
 
５．使用教材 
（１）コース：「漢字をおぼえよう １」 
（２）コース：「漢字をおぼえよう ２」 
（３）コース：「漢字をおぼえよう ３」 
（４）コース：「漢字をおぼえよう ４」 
（５）コース：「漢字をおぼえよう ５」 
（６）コース：「漢字をおぼえよう ６」 
 

 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
 
６.学習プログラム概略 
以下 12ヶ月の場合だが、受講者のペースで進める 

 
 

【漢字学習（１）】 
12ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２ 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内､テキスト｢漢字を覚えよう１｣、第１回課題（１、２課） 

第１課、第２課 →★第１回課題（１、２課） 

３～４ 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（３、４課） 

第３課、第４課 →★第２回課題（３、４課） 

５～６ 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（５、６課） 

第５課、第６課 →★第３回課題（５、６課） 

７～９ 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（７、８課） 

第７課、第８課 →★第４回課題（７、８課） 

１０～１２ 

ヶ月目 

第５回送付物：第５回課題（９、10課） 

第９課、第10課 →★第５回課題（９、10課） 

修了証送付  

 
 

【漢字学習（２）】 
12ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２ 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内､テキスト｢漢字を覚えよう２｣、第１回課題（11、12課） 

第11課、第12課 →★第１回課題（11、12課） 

３～４ 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（13、14課） 

第13課、第14課 →★第２回課題（13、14課） 

５～６ 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（15、16課） 

第15課、第16課 →★第３回課題（15、16課） 

７～９ 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（17、18課） 

第17課、第18課 →★第４回課題（17、18課） 

１０～１２ 

ヶ月目 

第５回送付物：第５回課題（19、20課） 

第19課、第20課 →★第５回課題（19、20課） 

修了証送付  

 



 
 
 

 
 

 

【漢字学習（３）】 
12ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２ 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内､テキスト｢漢字を覚えよう３｣、第１回課題（21課） 

第21課 →★第１回課題（21課） 

３～４ 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（22課） 

第22課 →★第２回課題（22課） 

５～６ 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（23課） 

第23課 →★第３回課題（23課） 

７～９ 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（24課） 

第24課 →★第４回課題（24課） 

１０～１２ 

ヶ月目 

第５回送付物：第５回課題（25課） 

第25課 →★第５回課題（25課） 

修了証送付  

 
 

【漢字学習（４）】 
12ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２ 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内､テキスト｢漢字を覚えよう４｣、第１回課題（26課） 

第26課 →★第１回課題（26課） 

３～４ 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（27課） 

第27課 →★第２回課題（27課） 

５～６ 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（28課） 

第28課 →★第３回課題（28課） 

７～９ 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（29課） 

第29課 →★第４回課題（29課） 

１０～１２ 

ヶ月目 

第５回送付物：第５回課題（30課） 

第30課 →★第５回課題（30課） 

修了証送付  

 



 
 
 

 
 

 
【漢字学習（５）】 

12ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２ 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内､テキスト｢漢字を覚えよう５｣、第１回課題（31課） 

第31課 →★第１回課題（31課） 

３～４ 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（32課） 

第32課 →★第２回課題（32課） 

５～６ 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（33課） 

第33課 →★第３回課題（33課） 

７～９ 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（34課） 

第34課 →★第４回課題（34課） 

１０～１２ 

ヶ月目 

第５回送付物：第５回課題（35課） 

第35課 →★第５回課題（35課） 

修了証送付  

 
 

【漢字学習（６）】 
12ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２ 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内､テキスト｢漢字を覚えよう６｣、第１回課題（36課） 

第36課 →★第１回課題（36課） 

３～４ 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（37課） 

第37課 →★第２回課題（37課） 

５～６ 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（38課） 

第38課 →★第３回課題（38課） 

７～９ 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（39課） 

第39課 →★第４回課題（39課） 

１０～１２ 

ヶ月目 

第５回送付物：第５回課題（40課） 

第40課 →★第５回課題（40課） 

修了証送付  

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
７．このコースのスクーリングの目的 
・テキストの説明では足りない部分の補充説明や練習をする 

例）筆順や字形の確認、音読み訓読み、間違えやすい送り仮名、部首の意味など  

・世代や適性等に留意して、受講者と講師とで相談し、覚える語彙と課題の量をそのつど調整する 
 
８．このコースのスクーリングの留意点 
 非漢字圏学習者の場合、漢字の字形を字として認識すること自体に困難を伴うため、目標を細分化し提

示する。 

例）①書きよりも読みを優先 

漢字を書く機会があまりない場合は読みや見て意味がわかる漢字を増やすことに重点をおく。 

②まず、知っている語彙から 

単漢字ひとつに複数の単語の提示があり、すべて覚えるとなるとかなりの量になり、負担感を

感じてしまう。まず、語彙として既に知っているものや、よく使いそうな単語を選んで練習す

るように勧める。 

③学習する時に、部首の意味も提示すると印象に残りやすい。（「さんずいは水に関係がある」な

ど） 

※ただし、筆順などは受講者に負担があるようであれば、無理をしない。全体的にバランスが取れ

ていればよしとする。 

 

９．スクーリングの流れと活動例 （約２時間で計画した場合、以下の活動内容から取捨選択する） 
①オリエンテーション（初回のみ）：活動内容や頻度の説明、受講者が複数の場合は自己紹介等 

②直接指導 

ａ．学習相談－１ 

・（初回のみ）漢字オリエンテーション  

テキストの使い方(漢字表、筆順表の見方)や練習の仕方を確認する 

・学習進度や課題のどこに困難を感じているかなどを把握する 

ｂ．課題添削終了者には、添削課題を持参してもらい、結果へのアドバイスを行う 
   →結果に対する評価（努力の成果を認める方向で）や間違った箇所の確認、注意点に対する意識

化を行うが、目標は全問正解ではなく、個々人の設定した目標の達成であることを強調する。

また、あまりにも課題とレベルが合わない場合、講師の判断で課題の量を加減する 
ｃ．課題未提出の場合には、学習した範囲の定着度をチェックする 
ｄ．テキストの中から受講者自身が覚えると決めた語の音読や書き練習をする 
オプションｅ．コラム解説  
ｆ．学習内容に関する質問受け 
ｇ．学習相談－２（学習方法アドバイス、今後の学習計画について話し合い、次回までの目標設定） 

オプションｈ．受講者の希望する部分を音読練習する。その際、希望があれば自習用としても使用でき

るように講師がテープに録音する 

③間接指導（自習） 
以下は、講師が他の受講者に対応している間に受講者が行う課題の例 

ａ．受講者が教材を使って行う課題 

・各課の語で未定着分の漢字単語カードを作る 
   →漢字の読みと書き練習に利用するカード（表：日本の漢字、裏：読み仮名、ロシア語） 



 
 
 

 
 
   →語彙として覚えるためのカード（表：日本の漢字と読み仮名、裏：ロシア語） 
・「語例練習」「文例練習」を繰り返しやってみる 

ｂ．講師が教材から作る課題 

・「語例練習」「文例練習」ごとの定着度チェック問題の作成。課題添削終了者に対してはそこから抜

粋した問題を作り、定着度のチェックを行う 

・受講者のウィークポイント問題の作成。今回までの学習範囲の未定着項目をチェックしておき、次

回までにその部分の問題を作成しておく 

 

 

 

◆＊◆＊◆ 資料 ◆＊◆＊◆ 

 

１．テキスト「漢字を覚えよう ２」抜粋（資料①） 
２．提出課題 添削例（資料②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 
（資料①） 
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（資料②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


